






要約:主に 62 年度調査で生存が確認されたメチルマロン酸,プロピオン酸血症患者につい

て食事療法,カルニチン・各種ビタミンなどの薬物療法による治療管理の現状と、学校生活

を主にした生活管理・指導について調査し、今後の指導体制の検討資料作りを試みること

にした。明らかにカルニチン服用により、臨床症状の改善が認められ、長期生存例の増加

が期待されることから、学校生活をはじめとしてより以上の管理指導の必要が望まれた。 


